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５月２３日日本航空４７便に搭乗していた者について 

【第１報】 
 
 
５月２４日１５時４２分成田空港発、 日本航空９５３便で仁川国際空港に入国し

た韓国人乗客（２０歳代女性）が高熱、咽頭痛、咳等の症状（２４日朝より出現）が

あり、２６日のＰＣＲ検査において、新型インフルエンザに感染していることが確定

したとの情報が韓国政府からありました。 
当該患者は、２３日１２時３９分に成田空港に到着したニューヨーク発日本航空 

４７便（共同運航便なし、乗員乗客数：２７７名）に搭乗していたことが判明したた

め、現在までに確認できた情報について報告いたします。 
  

 
○日本航空４７便における濃厚接触者のうち入国者数１０名 

 
（内訳）日本国籍男性１名、日本国籍女性３名、 

アメリカ国籍男性３名、アメリカ国籍女性２名 
    ブラジル国籍女性１名 
 

自治体別 東京都５名、愛知県、茨城県各２名、福岡県１名 
          

 ○濃厚接触者となるトランジット者数は２４名 
 
※ なお当機は、別の有症者についての事前通報により、機内検疫を実施しているが、

当該患者については有症の報告はありませんでした。 
 
○なお、５月２３日の入国時から２４日の出国時迄の間における当該患者の国内で

の行動については、現在調査中。 
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